
無断転載、 複製および頒布は禁止します。
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こ
と 。
森
を
知っ
て 、
森
を
好
曹
に
なっ
て

く
だ
さ
い」 ．
舎
加
し
た
規
子
は 、
お
二
人

の
お
お
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た。

業
に
熱
中 。
ゃ ．か
で
メ
リ
メ
リ
と
音
を
立

て
な
が
ら
木
が
倒
れ 、
子
ど
も
た
ち

の
歓

声
が
圃置
き
ま
し
た ．
そ
の
後 、
5
猿
類
の

丸
太
を
手
ノ
コ
で
鎗
切
り
に
す
る
コ
ー

ス

空
ー

づ
く
り
を
体
験 ．
さ
ら
に 、
短
時
間
で

木
を
伐
倒
し
て
丸
太
に
加
工
す
る
高
性

能
林
第
線
被
ハ
l

ベ
ス
ヲ
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ
ョ
ン
を
自

の
前
で
見
学
し 、
林
業
の

現
唱
で
使
わ
れ
る
磁
憾
の
パ
ワ
フ
ル
章
作

業
の
織
子
に
自
を
み
は
り
ま
し
た。

(C）北海道新聞社

対

手
ノ
コ
に
普
峨
し
な
が
ら

孔

AY
力

を
合
わ
せ

て
間
伐
l

LF

現
地
で
は
4
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て 、

三
井
物
度
フ
ォ
レ
ス
ト（

株）
の
ス
9y
フ
と

共
に
寂
の
中
へ ．
木
々
を
観
察
し
な
が
ら

移
碕
す
る
途
中・
で
昆
虫
を
見
つ
け
た
り 、

給っ
た
績
を
つ
な
い
で
長
さ
を
銭
う
ゲ
ー

ム
や
袋
の
中
の
姐
物
を
纏
っ
て
当
て
る

ゲ
ー

ム
な
ど
で 、
子
ど
も
も
大
人
も
大
盛

り
上
が
り
で
す
『
見
て 、
聞
い
て 、
匂
い
を

嘆い
で 、
触っ
て
み
る 。
大
切
な
の
U
感
覚

を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と 。
五
磁
を
使っ
て
森

を
感
じ
て
く
だ
さ
い』
と
宮
本
さ
ん
二
闘

は
援
し
み
主
が
ら 、
隼
嘗
て
い
る
森
に
貌
し

ん
で
い
曹
ま
し
た 。
昼
食
の
後
は 、
間
伐
作

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
宮ツ
フ
は『
木
が
密
生

す
る
容
で
は 、
日
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
成

長
で
き
な
い
木
が
生
じ 、
動
指
物
も
育
ち

ま
せ
ん 。
健
康
な
木
を
育
て 、
蒜
の
環
境

を
保
全
す
る
た
め
に ‘
間
伐
作
業
は
不
可

欠
で
す」 。
適
切
に
木
を
切
り 、
健
全
主
森

を
育
て
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た 。
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手

ノ
コ
に
苦
戦
し
者
が
ら 、
交
代
で
間
伐
作

立写
険き
のて
旅い
がる
始 ff

まを
る知

！る

hq

来
来
の
車”

を
夢
見

て

A

AY

み
ん
な
で
酋

を

崎南
！

i事

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
儀
後
は
植
樹
体
験 8

地
面
に｛八
を
縄
リ 、
ト
ド
マ
ツ
の
笛
木
を

1
本
ず
つ
繕
え
て
い
き
ま
す
ご」
の
目 、

み
ん
な
が
間
伐
し
た
木
の
年
織
は
約
印

年 。
子
ど
も
た
ち
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
O
ん
に
な
る
こ
ろ 、
纏
え
た
木
は

見
上
げ
る
ほ
ど
に
成
長
し 、
豊
か
な
議

を
形
成
し
ま
す．
悶
伐
と
樋
叫閣
の
す
イ

ヲ
ル
の
申
で
議
が
育
ま
れ 、
そ
の
窓
が
私

た
ち

の
暮
ら
し
ゃ
地
琢
環
境
を
支
え
て

い
る
こ
と
を
学
ん
だ
フ
ィ
ー

ル
ド
ツ
ア
1 ．

森
の
中
で
生
き
τ
い
る
自 、
然
を
体
感
し 、

『
木
づ
か
い」
の
大
切
さ
に
気
が
付
い
た
子

ど
も
た
ち
の
心
は 、
木
々
の
よ
う
に
伸
び

伸
び
成
長
す
る
こ
と
で
し
ょ
う ．

全
面
刊
か
所
に
約
4
万
4
0
0
0
へ

7
9
l

ル
の
社
有
林
を
保
有
し 、

林
鎮
の

推
進 、
豊
か
な
森
づ
〈
り
に
取
り
組
む

三
井
物
度 。
今
回

の
ツ
ア
ー

は 、
同
社
が

所
有
す
る
似
湾
山
林
が
教
重
で
す。
パ
ス

の
中
で
は 、
A
l
R，
G
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー－

子
糞
ひ
ろ
み
さ
ん
が
進
行
役
と
章
り 、

「
N
P
O
法
人
ね
お
す」

の
倉
本
美
樹
さ
ん

と
三
井
物
産
の
ス
世ッ
フ
が 、
日
本
の
お
林

事
情
や
森
の
役
割
に
つ
い
て
お
録
し
さ
れ

ま
し
た 。
「
日
本
の
国
土
は
釣
7
叫聞
が
議

林 。
世
界
で
3
番
目
に
高
い
森
“幹
事
で

す。
森
林
の
木
々
U 、
C
02
を
吸
収
し
て

温
銀
化
を
防
ぎ
ま
す．
ま
た 、
パ
イ
オ
マ
ス

俄
料
を
生
み
出
し 、
臥間
同情
物
を
相同
み ‘
同盟

物
や
京
具
ほ
か
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
渇

箇
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
木

を
切
る
の
は
悪
い
こ
と
で
は

な
く 、
健
康
な
森
を
育
て
る

店1
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木のやすちぎと、殺のめぐみを、次の世代へ。

EJ4..の留らしが、め占ぐるしく変化した己の50年e

いま、あらためで、木のぬくもりを思い返し、

s,r.に取り入れて、自然を思いやる ・ 木づかい ．の何1へ。

何＇·ff：も舶に網えられた木を、たいせつに使う。

そして、何十年後かのために、あたらしく掴える。

そ内は、合称をII!笛させ、恒国匝Iζ侠ち、

みどり聞か広田を受旬鯨ぐζとに、つ／J.がります。

,,,_, 
’宅永も：
叫占ー一一二一

PJ\ 唱え伴府吹

！う！：認知l�l;i::::t:_t:;!!s
11？’l声tl」巳がりました

朝刊

カを合わせて行動した、軍軍の中の子どもたち
今回のYアー は、子どもたちが積極的だったのが印象的でした.lieよの子は
年下の予を思いや・冷がら、 哀を歩いたり、 作＆をしたり．女の子でも、 昆虫
やトカゲを獲しそうに”耳障しτいたり．子どもたちがそれぞれの立場でカを
合わせて行錯する樋子を見て、 自然の申でこのよう主体畿がで書ることの
素晴らしきを感じていました。日本は悶土の7劉が震の問。録の中fl!;くこと
は、 日常生活では絶対にできない貴重で血か者修験です..章者の皆さん
私語に入って木々の大切さを感じていたどければと思います．

身近な山に入り 、
蕊の宣かさを実感してほしい！ \ 
#b目した綾子の意S置は．以前は「纏倒したいJt.戸大半でし ' 
たが、骨回ur切ってみとい－�を学びたいJなど、多織に I 
寄っているように信じます．蕊U、 さまざまなモノの材料を生b I, 
出し、地鼠耳慣換を聖書え、 患やしの鈎果も畠る＠私たちはその t 
m溜を安けτ生きています．ときに身近寄山に入リ 、 I人は I 
木に生かされているjことを蘇の中？実感してほしいです品。 I 

ニ持吻開I：）.、次向代のととも考え/'J.がち、

組えるーl育てるj I切る・使う 4 が舗却する、

持続可艇な録づくりに取り嗣んでいきます．

北海道新聞（日曜日）

、
F
本竹治物語尾穿

カツ白木町甘い匂也、、 京から＊＇λ
川、

い山ぶどう、 町＆日.工千円〓、同経ヤ二、厳つぽ
予など・生曹和布仰なぷ�！＂を貴べ叫

．
・
． －
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お

じ

い

さ

ん

た

ち

が

植

え

た

木

を
、

わ

た

し

た

ち

が

使

う
。

わ

た

し

た

ち

が

植

え

る

木

を
、

み

ち

い

の

孫

た

ち

が

使

う
。


